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葉山幸嗣先生に捧ぐ
鈴　木　岩　行
　本学経済経営学部葉山幸嗣准教授は，2019 年 1 月 13 日逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を捧
げます。
　先生は，1976 年 7 月 29 日に出生され，2000 年 3 月明治大学法学部法律学科を卒業され，2008 年 3
月明治大学大学院政治経済学研究科経済学専攻博士後期課程を修了されると同時に，「取引費用とマク
ロ経済分析―ヒックスとパティンキンの資産選択の理論を用いて―」で明治大学から博士号を授与され
ました。2013 年 4 月和光大学経済経営学部経済学科に「経済政策」担当の専任講師として就任されま
した。
　和光大学経済経営学部では，主として「経済政策」，「マクロ経済学」，「現代経済理論」をご担当され
ました。『和光に集う教師たちのプロフィール―教育と研究一覧』では「経済政策においては，理論的
なアプローチを用いて，ミクロ・マクロ経済における経済政策の効果と問題点を解説している。また，
マクロ経済学は経済学科の必修科目であり，1 年次以降に必要となる経済学の基礎的な知識を講義して
いる。現代経済理論では，より高度な理論を講義しており，主としてマクロ経済学上に存在する，理論
的な論争をテーマにして講義を進めている」とされています。また，「講義では，パワーポイントと板
書を用いることにより，動的な授業を展開することを心掛けている。また，一方的な講義にならないよ
う，常に学生への問いかけを行い，回答をヒアリングし，授業に反映させるようにしている」と書かれ，
学生のことを考えた授業をされていたことがうかがえます。
　研究面では，①分離定理を用いた「ポートフォリオ・セレクション」の問題と②理論的なアプローチ
を用いた東アジア地域における経済政策の問題の２つのテーマについて研究されていました。
　日本経済学会，アジア市場経済学会，明治大学政経学会，ポストケインジアン研究会，日本経済政策
学会に所属されていましたが，アジア市場経済学会では 2015 年 7 月から 2017 年 6 月まで，副会長兼事
務局長として学会の発展に貢献されました。
　校務では，2013 年 4 月から 2015 年 3 月まで入試実施委員，和光経済編集委員，2014 年 10 月から
2017 年 9 月まで教学会議委員，2017 年 10 月から 2019 年 1 月まで経済学科長を務められました。入試
実施委員の時（2013 年 4 月から 2015 年 3 月，学科長としての入試委員 2017 年 10 月から 2019 年 1 月）
は，細やかな気配りで入試実施の業務をされていました。私事で恐縮ですが，2018 年 9 月私が 4 年ぶ
りに学部長となり，以前との違いに戸惑っていた時，教授会等で経済学科長として支えてくださいまし
た。
　先生は学生の可能性を信じて熱心に教育されていました。2018 年 12 月経済経営学部の父母保証人懇
談会が終了したのが午後 6 時過ぎでしたが，そこから 3 大学合同で行っているゼミナールの合宿に行か
れました。場所が千葉県で着いたのは 12 時近かったと話されていました。また，学生の卒業論文を収
録した「優秀卒業論文抄録集」も教学会議委員，経済学科長で忙しいにも関わらず，発行に尽力されて
いました。
　突然のご逝去に，私たちは愕然とし，深い悲しみに沈みました。ご遺族のご心情は察するに余りある
ものがあります。茲に葉山先生のご生前のご功績を讃え，『和光経済』の本号を先生の追悼号として捧
げることによって，経済経営学部教員・職員一同の感謝と哀悼の意を表したいと存じます。
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